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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホッパー内に収納した投票用紙を一枚ずつ繰り出し交付する投票用紙自動交付機であっ
て、
　投票用紙を交付した時刻を計時する計時手段と、
　計時した前記投票用紙の交付時刻を記憶する記憶手段と、
　記憶した前記交付時刻から、前記特定の時間帯の交付済み枚数を集計する交付済み枚数
集計手段と、
　集計した前記特定の時間帯の交付済み枚数を出力するデータ出力手段とを備え、
　前記投票用紙自動交付機は、投票用紙自動交付機本体と、該投票用紙自動交付機本体に
接続ケーブルで接続された操作盤とからなり、
　前記操作盤に、投票者の性別ごとに区別して前記投票用紙の交付を指示する投出ボタン
と、各種設定や集計のためのモードの選択を行うモード選択ボタンとが設けられ、
　投票用紙交付可能状態で前記モード選択ボタンを押下することにより、モード選択状態
に移行して、前記投出ボタンの押下により前記特定の時間帯が指定可能な状態となり、該
モード選択状態が終了することにより、前記投出ボタンの押下により投票用紙が交付可能
な状態に復帰することを特徴とする投票用紙自動交付機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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　本発明は各種の選挙において、所定の投票用紙を自動的に且つ次々と交付するための選
挙用投票用紙自動交付機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来から、例えば特公平７－２５４２８号公報には、選挙用投票用紙自動交付機であっ
て、操作盤２４に表示部（２１）と、男用スイッチ（２２）および女用スイッチ（２３）
等のスイッチ類を備え、該操作盤２４のスイッチ類の操作に基づいて投票用紙交付の動作
を行うとともに、計数回路（４３）によって男女各々独立して計数し、その計数結果を表
示部（２１）により各々独立して表示するようにしたもの、すなわち、男女別の交付枚数
を計数し表示するようにしたものが示されている。
【０００３】
　また、特開平６－７６１４１号公報には、投票用紙を引き抜いた方向により男女別に対
応した計数出力が得られる投票用紙交付計数機であって、投票用紙（２５）の交付数を男
女別合計及び男女合計について表示部（１０）に表示するようにしたものが示されている
。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　各種選挙の投票会場で、来場した有権者に投票用紙を交付するのに、投票用紙自動交付
機を用いるのは、通常、交付作業の効率化を図るためであるが、投票用紙自動交付機は、
また、例えば上記公報に示された装置のように、男女別の交付枚数や男女合計の交付数（
交付済み枚数）などを計数し表示するようにもでき、それら計数し表示した情報を、選挙
の管理運営のために活用するようにできるものである。しかし、上記従来の技術は、男女
別および男女合計の交付済み枚数の計数および表示を行うだけであって、選挙を管理運営
する上での幅広い要求を満足させ得るものではない。
【０００５】
　つまり、選挙を管理運営する上では、来場した有権者の数を時間別，男女別等で総合的
に把握・分析し、その把握・分析した情報を基に、来場していない有権者に来場を促すな
どの広報活動をしたいという要求があり、また、それら情報を次回選挙の運営のための参
考情報にしたいという要求がある。そして、投票用紙自動交付機を用いる場合は、投票用
紙の交付枚数によって、来場した有権者の数を知ることができるので、必要な情報の把握
・分析を、手作業によらず機械的に行うようにでき、したがって、上記要求への対処が容
易になることが期待できる。しかし、投票用紙自動交付機を用いる場合に、上記従来の技
術のように男女別および男女合計の交付済み枚数の計数および表示を行うだけでは、選挙
を管理運営する上での幅広い要求を到底満足させることができないものであり、その投票
会場を指定された全有権者に交付する予定の投票用紙の総数（交付予定枚数）に対する、
交付した投票用紙の枚数（交付済み枚数）の比率、すなわち交付率，男女別の交付率，時
間帯別の交付済み枚数，時間帯別の交付率なども把握できるようにすることが必要である
。
【０００６】
　したがって、選挙を管理運営する上での幅広い要求を満足させるための各種情報の集計
および出力が可能な投票用紙自動交付機を提供することが課題である。本発明はこのよう
な課題を解決することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、ホッパー内に収納した投票用紙を一枚ずつ繰り出し交付する投票用紙自動交
付機であって、投票用紙を交付した時刻を計時する計時手段と、計時した前記投票用紙の
交付時刻を記憶する記憶手段と、記憶した前記交付時刻から、前記特定の時間帯の交付済
み枚数を集計する交付済み枚数集計手段と、集計した前記特定の時間帯の交付済み枚数を
出力するデータ出力手段とを備え、前記投票用紙自動交付機は、投票用紙自動交付機本体
と、該投票用紙自動交付機本体に接続ケーブルで接続された操作盤とからなり、前記操作
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盤に、投票者の性別ごとに区別して前記投票用紙の交付を指示する投出ボタンと、各種設
定や集計のためのモードの選択を行うモード選択ボタンとが設けられ、投票用紙交付可能
状態で前記モード選択ボタンを押下することにより、モード選択状態に移行して、前記投
出ボタンの押下により前記特定の時間帯が指定可能な状態となり、該モード選択状態が終
了することにより、前記投出ボタンの押下により投票用紙が交付可能な状態に復帰するこ
とを特徴とする。
【０００８】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【０００９】
　（第１の実施の形態）
　図１～図６は、本発明の第１の実施の形態を示すもので、図１は投票用紙自動交付機の
外観を示し、図２は制御系のブロック図を示し、図３は各種設定や集計のためのモード名
とその内容の一覧を示し、図４は交付予定枚数を設定するときの表示部の表示内容を示し
、図５は集計データを表示するときの表示部の表示内容を示し、図６は印刷物として出力
するときの印刷例を示す。
【００１０】
　この実施の形態に示す投票用紙自動交付機は、ホッパー内に収納した投票用紙を、投出
ボタンを押すことにより、一枚ずつ繰り出し交付する装置であって、図１に示すように、
投票用紙自動交付機本体１と操作盤２とからなり、これら投票用紙自動交付機本体１と操
作盤２が接続ケーブル３で接続されている。
【００１１】
　投票用紙自動交付機本体１は、箱型の本体ケース１１と、本体ケース１１の前端部下面
にヒンジ連結された開閉可能な前面カバー１２と、前端側が本体ケース１１に支持されて
後端側から上下に開閉可能とされた透明体の上部カバー１３とで構成されている。
【００１２】
　本体ケース１１の内部には、投票用紙を集積収納するホッパーが配置されている。そし
て、投票用紙を投出して交付する投票用紙投出口１４が、本体ケース１１の前面上端と前
面カバー１２との間に横長スリット状に設けられている。
【００１３】
　この投票用紙自動交付機は、例えば投票者が投票用紙を抜き取ろうとして投票用紙投出
口１４に手を近づけたときに、その手の接近を検知して選挙種別や投票用紙の記入方法等
の案内データを音声出力するようにしたものであって、本体ケース１１の内部上方位置に
、投票用紙投出口１４に接近する手を検知するよう物体センサ（図示せず）が配置され、
そのセンサ開口部１５が、本体ケース１１の前端部上面の投票用紙投出口１４の直背後に
設けられている。
【００１４】
　前面カバー１２は、投票用紙の紙詰まり等、トラブルが発生したときに開くことができ
るようにしたものであり、その正面下部中央にはスピーカ前面パネル１２ａが形成されて
いる。そして、前面カバー１２の内部には、スピーカ前面パネル１２ａの後方に、上記案
内データを音声出力する音声発生手段としてのスピーカ（図示せず）が設けられている。
【００１５】
　上部カバー１３は、センサー開口部１５の後方から背面上部にわたって覆うもので、ホ
ッパーに投票用紙を収納するために開閉可能とされ、施錠可能である。また、前面カバー
１２は、投票用紙の紙詰まりを取り除くことができるように開閉可能とされたものである
。
【００１６】
　操作盤２には、各種設定内容や投票率等の集計内容を表示する表示部２１と、各種設定
や集計のためのモードの選択を行うモード選択ボタン２２と、各種設定や集計の内容を確
定させる決定ボタン２３が設けられているほか、投票用紙を投票用紙投出口１４に投出し
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交付するための一対の投出ボタン２４ａ，２４ｂが設けられている。一対の投出ボタン２
４ａ，２４ｂは、例えば、一方を男性用投出ボタン２４ａ、他方を女性用投出ボタン２４
ｂと設定し、投票者の性別によって使い分けることにより、性別による投票率の集計が可
能となるようにしたものである。また、この一対の投出ボタン２４ａ，２４ｂは、モード
選択ボタン２２で選択した各モードにおける設定や集計の内容を順次スクロールさせたり
、設定値を変更するためのボタンとして兼用される。
【００１７】
　この投票用紙自動交付機には、マイクロコンピュータを用いた制御部３０が設けられて
いる。
【００１８】
　制御部３０には、各種設定や集計のためのモード名およびその内容や、投票用紙の交付
済み枚数や交付予定枚数などの交付データや、選挙種別や記入方法などの案内データなど
を記憶する記憶装置３１と、交付データや案内データを音声出力するスピーカ３２と、投
票用紙を投票用紙投出口１４まで搬送するための駆動源となる駆動モータ３３と、赤外線
センサなどで構成され、投票用紙投出口１４に接近する投票者の手を検知する物体センサ
３４と、投票用紙の重送等の搬送異常や、規格外用紙等の用紙自体の異常を検知する異常
検知センサ３５と、この異常検知センサ３５で異常を検知したとき搬送中の投票用紙を排
出搬送路に導く切換レバーを駆動する切換レバーソレノイド３６と、前面カバー１２の開
放を検知する前面カバー開放センサ３７と、上部カバー１３の施錠を検知する上部カバー
施錠センサ３８と、投票用紙投出口１４に投出された投票用紙が投票者により抜き取られ
たことを検知する抜取センサ３９と、投票用紙の交付時刻を計時する時計４０と、投票率
等の集計内容を印刷出力するプリンタ４１と、投票率等の集計内容をデータとして読み出
すＦＤドライブなどのデータ読み出し装置４２と、前述の表示部２１と、モード選択ボタ
ン２２と、決定ボタン２３と、一対の投出ボタン２４ａ，２４ｂとが設けられた操作盤２
が接続される。
【００１９】
　制御部３０には、物体センサ３４，異常検知センサ３５，前面カバー開放センサ３７，
上部カバー施錠センサ３８および抜取りセンサ３９からそれぞれのセンサ出力が入力され
る。また、操作盤２のモード選択ボタン２２，決定ボタン２３および一対の投出ボタン２
４ａ，２４ｂを用いて、各種のモードの選択と値の設定が行われる。制御部３０は、それ
ら入力を受け、記憶装置３１に記憶された各種案内データと時計４０により計測される時
刻を読み出し、駆動モータ３３を制御し、スピーカ３２からの音声出力を制御し、切換レ
バーソレノイド３６を制御し、一対の投出ボタン２４ａ，２４ｂにより投票用紙を交付し
、操作盤２の表示部２１やプリンタ４１やデータ読み取り装置４２やスピーカ３２などに
投票用紙の交付済み枚数や交付率などの集計データを出力する。
【００２０】
　各種設定や集計のためのモード名およびその内容は、図３に示すとおりである。各種の
設定として、男女別及び男女合計の交付予定枚数を設定する交付予定枚数設定や、交付デ
ータから特定の時間帯の交付率などを集計するための時間帯設定など９種類の設定モード
が用意される。また、各種の集計として、時間帯別投票数や時間帯別投票率などを集計し
表示させるための集計データ表示モードと、集計データを初期化する集計データクリアモ
ードが用意される。
【００２１】
　これらのモードの選択と各モードでの設定を行う方法は次のとおりである。
【００２２】
　（１）投票用紙交付可能状態（投票用紙が交付のための待機位置で待機し、投出ボタン
２４ａ，２４ｂが点灯している。）で、操作盤２のモード選択ボタン２２を１秒以上押下
すると、モード選択状態に移行し、表示部２１に、図３のモード一覧表の最初（Ｎｏ．０
１）のモード「使用地域設定」が表示される。そして、モード選択ボタン２２をさらに押
下することにより、モード一覧表の次のモードを順次表示させることができる。
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【００２３】
　（２）設定のためのモードでは、モードの表示と同時に、各モードの初期設定値が表示
され、例えば、「交付予定枚数設定」のモードでは「総予定枚数」「男性予定枚数」「女
性予定枚数」はすべて０と表示される。設定値の変更は、投出ボタン２４ａまたは２４ｂ
により行うことができる。
【００２４】
　（３）各モードにおいて設定値を所望の値に変更した後、決定ボタン２３を押下するこ
とにより設定値が確定される。そして、表示部２１の右上に、設定完了を示す「ＯＫ」の
文字が表示される。
【００２５】
　（４）設定完了から３秒が経過すると、自動的に次のモードが表示され、モード選択お
よび値の設定を継続することができる。
【００２６】
　（５）集計のためのモードでは、投出ボタン２４ａにより、用意された表示データが順
に表示され、表示すべきデータがなくなると、自動的に次のモードが表示される。
【００２７】
　（６）モード選択または設定のための各モードでの値の設定の状態、あるいは集計のた
めのモードでのデータ表示の状態で、３０秒以上操作入力がないとき、もしくは、図３の
モード一覧表の最後（Ｎｏ．１１）のモード「集計データクリア」が表示された状態で、
モード選択ボタン２２が押下されたときは、モードを選択する状態が終了し、投票用紙が
交付可能な状態に復帰する。
【００２８】
　つぎに、この実施の形態における交付データの集計および出力について説明する。この
実施の形態は、投票用紙の性別ごとの交付予定枚数を入力し、投票者の性別を区別して投
票用紙の交付を指示し、投票用紙の性別ごとの交付済み枚数を集計し、入力した性別ごと
の交付予定枚数と集計した性別ごとの交付済み枚数とにより、性別ごとの交付率を集計し
、出力するようにしたものである（請求項１～３に対応する）。
【００２９】
　交付データの集計の具体的手順は、図４に示すとおりである。
【００３０】
　（Ｓ１）
　まず、投票用紙の性別ごとの交付予定枚数を設定するため、投票用紙交付可能状態で、
操作盤２のモード選択ボタン２２を１秒以上押下する。すると、表示部２１には、図４の
Ｓ１に示すように、図３のモード一覧表の最初のモード「使用地域設定」と、使用地域の
設定値の初期値である「都／区」が表示される。
【００３１】
　（Ｓ２）
　そして、さらにモード選択ボタン２２を押下することにより、モード一覧表の次のモー
ドが順次表示され、Ｓ１の状態からモード選択ボタン２２を５回押下すると、Ｓ２に示す
ように、モード一覧表の６番目のモードである「交付予定枚数設定」が表示される。そし
て、交付予定枚数設定モードの設定値として、表示部２１の右上に「総０００００」で男
女合計の交付予定枚数が表示され、表示部２１の左下に「男　０００００」で男性有権者
の交付予定枚数が表示され、また、表示部２１の右下に「女　０００００」で女性有権者
の交付予定枚数が表示され、初期状態では、いずれも、初期値として記憶されている０の
値が表示される。また、設定値の入力箇所が点滅によって示される。初期状態では男性有
権者の交付予定枚数の最上位桁（図の下線で示した部分）が点滅している。
【００３２】
　（Ｓ３）
　交付予定枚数設定のモードでは、第１の投出ボタン２４ａが設定値の変更ボタンとして
使用される。Ｓ２の状態でこの投出ボタン２４ａを押下すると、男性有権者の交付予定枚
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数の最上位桁の数が順次増加する。そして、男性有権者の交付予定枚数の最上位桁の数が
「１」の場合を例にとると、初期状態から投出ボタン２４ａを１回押下することにより、
Ｓ３に示すように、男性有権者の交付予定枚数の再上位桁に１が表示される。このとき、
男女合計の交付予定枚数は、自動的に、男性有権者の交付予定枚数と女性有権者の交付予
定枚数とを合計した数値とされ、その合計値が表示部２１の右上に表示される。
【００３３】
　（Ｓ４）
　また、交付予定枚数設定のモードでは、第２の投出ボタン２４ｂが設定値の入力箇所の
移動ボタンとして使用される。この投出ボタン２４ｂを押下すると、設定値の入力箇所が
順次移動する。Ｓ３の状態から投出ボタン２４ｂを１回押下すると、設定値の入力箇所は
、Ｓ４に示すように、男性有権者の交付予定枚数の最上位から２番目の桁に変更され、該
当桁（図の下線で示した部分）が点滅する。
【００３４】
　（Ｓ５）
　上記Ｓ３およびＳ４の操作を繰り返し、男性有権者の交付予定枚数と女性有権者の交付
予定枚数とを設定する。表示部２１には、設定後の例えば男性有権者の交付予定枚数「１
２３００」および女性有権者の交付予定枚数「１２３４５」と、それらを合計した男女合
計の交付予定枚数「２４６４５」が表示される。
【００３５】
　（Ｓ６）
　女性有権者の交付予定枚数の最下位桁の設定後、さらに投出ボタン２４ｂを押下すると
、設定値の入力箇所は男性有権者の交付予定枚数の最上位桁に戻り、一度設定した値を変
更することができる。例えば、入力箇所が男性有権者の交付予定枚数の最上位桁に戻った
状態で、投出ボタン１２ａを１回押下すると、Ｓ６に示すように、男性有権者の交付予定
枚数が既に設定された値「１２３００」から「２２３００」に変更される。そして、男女
合計の交付予定枚数として、男性有権者の交付予定枚数「２２３００」と女性有権者の交
付予定枚数「１２３４５」とを合計した数値「３４６４５」が算出され、その合計値が表
示部２１の右上に表示される。
【００３６】
　（Ｓ７）
　交付予定枚数の設定が完了し、決定ボタン２３を押下すると、Ｓ７に示すように、表示
部２１の下段に設定完了の文字が表示される。
【００３７】
　（Ｓ８）
　決定ボタン２３を押下した後、所定時間（例えば３秒）が経過すると、Ｓ８に示すよう
に、図３のモード一覧表の次のモードである「時刻設定」が表示される。
【００３８】
　（Ｓ９）
　さらにモード選択ボタン２２を４回押下して、図３のモード一覧表の最後のモードであ
る「集計データクリア」を表示させた状態で、さらにモード選択ボタン２２を押下すると
、モード選択状態を終了し、投票用紙交付可能状態に復帰する。
【００３９】
　こうして性別ごとの交付予定枚数を設定した後、投票用紙交付可能とされた状態で、投
出ボタン２４ａまたは２４ｂを押下すると、投票用紙投出口１４から投票用紙が投出され
る。各投出ボタン２４ａ，２４ｂは、例えば男性有権者に交付する場合に第１の投出ボタ
ン２４ａ、女性有権者に交付する場合に第２の投出ボタン２４ｂと割り当てられている。
制御部３０は、各投出ボタン２４ａ，２４ｂが押下されるごとに、投票用紙の性別ごとの
交付済み枚数をカウントし、カウントした性別ごとの交付済み枚数と設定した交付予定枚
数とから、性別ごとの交付率を算出するとともに、男女合計の交付済み枚数と交付率を集
計し、記憶装置３１に記憶する。交付済み枚数のカウントは、抜取センサ３９や異常検知
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センサ３５の検知出力により行うようにすることもできるが、その場合でも、性別の判断
は、押下された投出ボタンを識別することにより行う。
【００４０】
　集計した性別ごとの交付済み枚数および交付率と、男女合計の交付済み枚数および交付
率は、図５に示す手順により表示部２１に表示させることができる。
【００４１】
　（Ｓ１）
　投票用紙交付可能状態で、操作盤２のモード選択ボタン２２を１秒以上押下する。する
と、表示部２１には、図５のＳ１に示すように、図３のモード一覧表の最初のモード「使
用地域設定」と、使用地域の設定値の初期値である「都／区」が表示される。
【００４２】
　（Ｓ２）
　そして、さらにモード選択ボタン２２を押下することにより、モード一覧表の次のモー
ドが順次表示され、Ｓ１の状態からモード選択ボタン２２を９回押下すると、Ｓ２に示す
ように、モード一覧表の１０番目のモードである「集計データ表示」が表示される。この
状態で第１の投出ボタン２４ａを押下することにより、各集計データを表示することがで
きる。この投出ボタン２４ａは、本実施の形態の場合、男性有権者に投票用紙を交付する
ときに押下する投出ボタンとして使用するので、表示部２１の下段に「男ボタンで表示し
ます」と表示される。
【００４３】
　（Ｓ３）
　Ｓ２の状態で、投出ボタン２４ａを１回押下すると、Ｓ３に示すように、選挙開始から
現在までの全時間の、男性と女性の有権者への交付済み枚数の合計枚数と、交付率が表示
される。
【００４４】
　（Ｓ４）
　さらに、投出ボタン２４ａを１回押下すると、Ｓ４に示すように、選挙開始から現在ま
での全時間の、男性の有権者への交付済み枚数と、交付率が表示される。
【００４５】
　（Ｓ５）
　さらに、投出ボタン２４ａを１回押下すると、Ｓ５に示すように、選挙開始から現在ま
での全時間の、女性の有権者への交付済み枚数と、交付率が表示される。
【００４６】
　（Ｓ６）
　こうして表示内容の表示が全て終わった後、さらに投出ボタン２４ａを押下すると、図
３のモード一覧表の次のモードである「集計クリア」が表示される。この状態でモード選
択ボタン２２を押下すると、モード選択状態が終了し、投票用紙交付可能状態に復帰する
。
【００４７】
　また、集計した性別ごとの交付済み枚数と交付率、および、男女合計の交付済み枚数と
交付率は、プリンタ４１により、例えば図６に示すような印刷物として出力することがで
き、データ読み出し装置４２によりデータ出力することができ、また、スピーカ３２によ
り音声として出力することもできる。
【００４８】
　（第２の実施の形態）
　本発明の投票用紙自動交付機は、交付データの集計および出力の態様として、投票用紙
を交付した交付時刻を記憶し、指定した特定の時間帯の交付済み枚数と交付率を集計し出
力する第２の実施の形態も可能である。図７および図８は、この第２の実施の形態に係る
もので、図７は記憶装置に記憶される投票用紙の交付時刻のデータの例を示し、図８は時
間帯ごとの交付済み枚数や交付率などを表示するときの表示部の表示内容を示す。図１に



(8) JP 4336067 B2 2009.9.30

10

20

30

40

50

示した投票用紙自動交付機の構成と、図２に示した制御系の構成、それに図３に示した各
種設定や集計のためのモード名とその内容は、この第２の実施の形態の場合にも共通する
。
【００４９】
　本発明による投票用紙自動交付機は、時計４０を備えているので、投票用紙が交付され
た時刻を計時し、記憶装置３１に記憶させることができる。投出ボタン２４ａ，２４ｂは
、男性有権者に交付する場合の投出ボタン２４ａと、女性有権者に交付する場合の投出ボ
タン２４ｂとに割り当てられたものであり、投出ボタン２４ａ，２４ｂが押下されるごと
に、制御部３０は、性別を識別し、時計４０により時刻を計時して、性別ごとの交付時刻
を記憶装置３１に記憶させる。
【００５０】
　投票用紙の交付時刻のデータは、例えば図７に示すように、第１の投出ボタン２４ａを
押下した時刻、すなわち男性有権者に投票用紙を交付した時刻と、第２の投出ボタン２４
ｂを押下した時刻、すなわち女性有権者に投票用紙を交付した時刻とが計時され、男女別
に記憶装置３１に記憶される。
【００５１】
　記憶装置３１に記憶された性別ごとの交付時刻のデータは、データ読み取り装置４２か
ら他の集計手段などに出力し、集計して交付済み枚数や交付率などを算出することができ
る。
【００５２】
　また、操作部２により特定の時間帯を指定し、その時間帯の交付済み枚数を集計して、
その集計データを表示部２１に表示したり、プリンタ４１から印刷物として出力したり、
スピーカ３２から音声で出力したりすることができる。
【００５３】
　また、前述の設定方法によって交付予定枚数を設定することにより、特定の時間帯の交
付率を集計し、表示や印刷や音声により出力することができる。
【００５４】
　さらには、投票用紙の交付時刻のデータは男女別々に集計されているので、交付済み枚
数や交付率を、男女別々に集計し、出力することもできる。
【００５５】
　この場合の、特定の時間帯を指定し、男女合計の交付済み枚数および交付率と、男女別
の交付済み枚数および交付率を表示部２１に表示する処理の具体的手順は、図８に示すと
おりである。交付予定枚数は、前述の方法により設定済みであるものとする。
【００５６】
　（Ｓ１）
　投票用紙交付可能状態で操作盤２のモード選択ボタン２２を１秒以上押下すると、表示
部２１に、図８のＳ１に示すように、図３のモード一覧表の最初のモード「使用地域設定
」と、使用地域の設定値の初期値である「都／区」が表示される。
【００５７】
　（Ｓ２）
　そして、さらにモード選択ボタン２２を押下することにより、モード一覧表の次のモー
ドが順次表示され、Ｓ１の状態からモード選択ボタン２２を７回押下すると、Ｓ２に示す
ように、モード一覧表の８番目のモードである「時間帯設定」が表示される。そして、時
間帯の初期設定値である「００：００－００：００」が表示され、設定値の入力（変更）
箇所を示すため、時間帯の開始時刻の左端の桁（図の下線で示した部分）が点滅表示され
る。
【００５８】
　（Ｓ３）
　Ｓ２の状態で、第２の投出ボタン２４ｂを押下すると、Ｓ３に示すように、設定値の入
力（変更）箇所が順次移動する。そして、第１の投出ボタン２４ａを押下することにより
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、設定値を入力することができる。
【００５９】
　（Ｓ４）
　時間帯の終了時刻の右端の桁が入力箇所となっている状態で、さらに、第２の投出ボタ
ン２４ｂを１回押下すると、第１の投出ボタン２４ａの押下により集計値を表示できる状
態となり、表示部２１の下段に「男ボタンで表示します」と表示される。この状態で第２
の投出ボタン２４ｂを押下すると、時間帯の開始時刻の左端の桁が入力（変更）箇所とな
って点滅表示され、時間帯を続けて変更できる。
【００６０】
　（Ｓ５）
　Ｓ４の状態で第１の投出ボタン２４ａを１回押下すると、Ｓ５に示すように、指定した
時間帯の男性と女性の有権者への交付済み枚数の合計枚数と交付率が表示される。
【００６１】
　（Ｓ６）
　さらに、第１の投出ボタン２４ａを１回押下すると、Ｓ６に示すように、指定した時間
帯の男性の有権者への交付済み枚数と交付率が表示される。
【００６２】
　（Ｓ７）
　さらに、第１の投出ボタン２４ａを１回押下すると、Ｓ７に示すように、指定した時間
帯の女性の有権者への交付済み枚数と交付率が表示される。
【００６３】
　（Ｓ８）
　表示内容が全て表示された後、さらに第１の投出ボタン２４ａを押下すると、Ｓ８に示
すように、図３のモード一覧表の次のモードである「用紙設定」が表示される。
【００６４】
　（Ｓ９）
　Ｓ８の状態で、さらにモード選択ボタン２２を３回押下すると、Ｓ９に示すように、図
３のモード一覧表の最後のモードである「集計クリア」が表示され、さらにモード選択ボ
タン２２を押下すると、モード選択状態が終了し、投票用紙交付可能状態に復帰する。
【００６５】
　（第３の実施の形態）
　本発明の投票用紙自動交付機は、また、交付データの集計および出力の態様として、時
間帯ごとの投票用紙の交付済み枚数を集計して記憶し、時間帯ごとの交付済み枚数と交付
率を出力する第３の実施の形態も可能である。図９および図１０は、この第３の実施の形
態に係るもので、図９は記憶装置に記憶される投票用紙の時間帯ごとの交付済み枚数のデ
ータの例を示し、図１０は時間帯ごとの交付済み枚数や交付率などを表示するときの表示
部の表示内容を示す。図１に示した投票用紙自動交付機の構成と、図２に示した制御系の
構成、それに図３に示した各種設定や集計のためのモード名とその内容は、この第３の実
施の形態の場合にも共通する。
【００６６】
　本発明による投票用紙自動交付機は、時計４０を備えているので、投票用紙が交付され
た時間を計時し、予め定められた時間帯ごとに交付した枚数を集計し、記憶装置３１に記
憶させることができる。前述の第２の実施の形態と同様、第１の投出ボタン２４ａは男性
有権者用、第２の投出ボタン２４ｂは女性有権者用と割り当てられており、投出ボタン２
４ａ，２４ｂが押下されるごとに、制御部３０は、性別を識別し、時計４０により時間を
計時して、予め定められた時間帯ごとに、性別ごとの交付した枚数を集計し、記憶装置３
１に記憶させる。
【００６７】
　この場合の記憶装置３１に記憶される交付データは、例えば図９に示すように、第１の
投出ボタン２４ａを押下した時間、すなわち男性有権者に投票用紙を交付した時間と、第
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２の投出ボタン２４ｂを押下した時間、すなわち女性有権者に投票用紙を交付した時間と
が計時され、交付済み枚数が予め定められた時間帯（図９の例では１時間ごと）ごとに男
女別々に集計され、その集計されたデータが記憶される。
【００６８】
　記憶装置３１に時間帯ごとに記憶された性別ごとの交付済み枚数のデータは、表示部２
１に表示したり、プリンタ４１から印刷物として出力したり、データ読み取り部４２から
データとして読み取ったり、スピーカ２３から音声で出力したりすることができる。
【００６９】
　また、前述の設定方法によって交付予定枚数を設定することにより、時間帯ごと（例え
ば１時間ごと）の交付率を算出し、出力することができる。
【００７０】
　また、全時間帯の男女合計の交付済み枚数および交付率，男女別の交付済み枚数と交付
率なども算出することができる。
【００７１】
　全時間帯の男女合計の交付済み枚数および交付率と、男女別の交付済み枚数と交付率、
また、時間帯ごと（例えば１時間ごと）の男女合計の交付済み枚数および交付率と、男女
別の交付済み枚数と交付率を表示部２１に表示する処理の具体的手順は、図１０に示すと
おりである。交付予定枚数は、前述の方法により設定済みであるものとする。
【００７２】
　（Ｓ１）
　投票用紙交付可能状態で操作盤２のモード選択ボタン２２を１秒以上押下すると、表示
部２１に、図１０のＳ１に示すように、図３のモード一覧表の最初のモード「使用地域設
定」と、使用地域の設定値の初期値である「都／区」が表示される。
【００７３】
　（Ｓ２）
　そして、さらにモード選択ボタン２２を押下することにより、モード一覧表の次のモー
ドが順次表示され、Ｓ１の状態からモード選択ボタン２２を９回押下すると、Ｓ２に示す
ように、モード一覧表の１０番目のモードである「集計データ表示」が表示される。この
状態で第１の投出ボタン２４ａを押下することにより、各集計データを表示することがで
きる。この投出ボタン２４ａは、本実施の形態の場合、男性有権者に投票用紙を交付する
ときに押下する投出ボタンとして使用するので、表示部２１の下段には「男ボタンで表示
します」と表示される。
【００７４】
　（Ｓ３）
　Ｓ２の状態で、投出ボタン２４ａを１回押下すると、Ｓ３に示すように、選挙開始から
現在までの全時間の、男性と女性の有権者への交付済み枚数の合計枚数と、交付率が表示
される。
【００７５】
　（Ｓ４）
　さらに、投出ボタン２４ａを１回押下すると、Ｓ４に示すように、全時間の、男性の有
権者への交付済み枚数と、交付率が表示される。
【００７６】
　（Ｓ５）
　さらに、投出ボタン２４ａを１回押下すると、Ｓ５に示すように、全時間の、女性の有
権者への交付済み枚数と、交付率が表示される。
【００７７】
　（Ｓ６）
　さらに、投出ボタン２４ａを１回押下すると、Ｓ６に示すように、選挙開始からの最初
の時間帯である例えば１時間（図示の例では８：００から９：００まで）の、男性と女性
の有権者への交付済み枚数の合計枚数と、交付率が表示される。
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【００７８】
　（Ｓ７）
　さらに、投出ボタン２４ａを押下すると、Ｓ７に示すように、同じ時間帯（８：００か
ら９：００まで）の、男性の有権者への交付済み枚数と、交付率が表示される。
【００７９】
　（Ｓ８）
　さらに、投出ボタン２４ａを押下すると、Ｓ８に示すように、同じ時間帯（８：００か
ら９：００まで）の、女性の有権者への交付済み枚数と、交付率が表示される。
【００８０】
　（Ｓ９）
　さらに、投出ボタン１２ａを押下することにより、次の１時間（本実施例では９：００
から１０：００まで）の、男性と女性の有権者への交付済み枚数の合計枚数と、交付率が
表示される。
【００８１】
　以下、同様に、現在の時間までの時間帯ごと（１時間ごと）の表示が順次繰り返される
。
【００８２】
　（Ｓ１０）
　表示内容が全て表示された後、さらに投出ボタン２４ａを押下すると、Ｓ１０に示すよ
うに、図３のモード一覧表の次のモードである「集計クリア」が表示され、この状態でモ
ード選択ボタン３３を押下すると、モード選択状態が終了し、投票用紙交付可能状態に復
帰する。
【００８３】
　なお、この実施の形態では、表示部２１に、時間帯ごと（例えば１時間ごと）の交付済
み枚数や交付率等を順次表示するようにしたが、時間帯ごとの交付済み枚数や交付率の表
示は、図１１に示すように、複数の時間帯について一度に表示するようにしてもよいもの
である。また、時間帯ごと（例えば１時間ごと）の交付済み枚数や交付率等を順次表示す
るのではなく、上記「集計データ表示」モードにおいて特定の時間帯を指定し、その時間
帯の集計データのみを表示するようにしてもよい。
【００８４】
【発明の効果】
　本発明によれば、投票用紙の男女別および男女合計の交付率（投票率）や、時間帯別の
交付済み枚数（投票数），時間帯別の交付率（投票率）などを集計して出力でき、きめ細
かい選挙管理が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態に係る投票用紙自動交付機の外観を示す。
【図２】　本発明の実施の形態に係る投票用紙自動交付機の制御系のブロック図を示す。
【図３】　本発明の実施の形態に係る投票用紙自動交付機の各種設定や集計のためのモー
ド名とその内容の一覧表である。
【図４】　本発明の実施の形態に係る投票用紙自動交付機の交付予定枚数を設定するとき
の表示部の表示内容を示す図である。
【図５】　本発明の第１の実施の形態において集計データを表示するときの表示部の表示
内容を示す図である。
【図６】　本発明の第１の実施の形態において集計データを印刷物として出力するときの
印刷例を示す図である。
【図７】　本発明の第２の実施の形態において記憶装置に記憶される投票用紙の交付時刻
のデータの例を示す図である。
【図８】　本発明の第２の実施の形態において時間帯ごとの交付済み枚数や交付率などを
表示するときの表示部の表示内容を示す図である。
【図９】　本発明の第３の実施の形態において記憶装置に記憶される投票用紙の時間帯ご
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との交付済み枚数のデータの例を示す図である。
【図１０】　本発明の第３の実施の形態において時間帯ごとの交付済み枚数や交付率など
を表示するときの表示部の表示内容を示す図である。
【図１１】　本発明の第３の実施の形態の変形例において時間帯ごとの交付済み枚数や交
付率を表示するときに表示内容を示す図である。
【符号の説明】
　　１　投票用紙自動交付機本体
　　２　操作盤
　２１　表示部
　２２　モード選択ボタン
　２３　決定ボタン
　２４ａ，２４ｂ　投出ボタン
　３０　制御部
　３１　記憶装置
　３２　スピーカ
　３３　駆動モータ
　４０　時計（計時手段）
　４１　プリンタ
　４２　データ読み出し装置

【図１】 【図２】
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